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日 時 中心し月･こ6)j2･･iEl(卜)

午後3時より

会 場 :Jllナ′L/イ･:Vリア軒

一 般 演 題

- :.::: ･ ･ ∴.:

逓閃 了 (lJAF)及び阻1日=軒了 (LIF)叫 1g与

･ =t"∵ 十 t･

山作房乃輔 (新潟西保健所)

声しこlLltこllll剤過敏症疑診患F,IlこiO例i･こ対して,LJllfll球

遊走附il･.試験 tL八･11T､)にiLり†勘勾薬剤ハ検LLtJJ同定を行

い,それぞれの過敏症状をこおける遅延型過敏反応 (D㌻H)

の関与ならびに白血球遊義促進因子 はAF)と阻止困

LMl′1㌦ヱrI'pfjI-･リ!'-板臼宮滞】技法をJl巨､.愚書ハ

.遊走指数 (M.1∴)値かlL常抱囲 LN.tく..mtI.iLn十2St).

過敏症疑診患井13()例申,i-Mlrr陽M強 打エ95倒 し72

001-pL':u-.し＼卜は3700.1-1ドは二i500に検出し.i3-lLIClMll

剤過敏症発現に D一m.-17巨壬_･'.要覧役割を演 し∴ lJMl′1､｣に

LAF と L肝 臓二相性を示 し,両者の関与はほぼ同程

度であると考える.

過敏症状別の 監済 T の陽性率は皮疹アユ% (52/73),

発熱95OoL37･39).肺昧失 10000(3ニ江 二三トリ''5000

･レ750.0 (34),腎障害 IOOO ｡(2､2卜で,発熱､好酸球

増多の発症に DTH の開尊は特に大きいと考えられる.

1,A F 及び Llt /の産生は感作薬剤tT)感作期間 (原内

幸刺しり投与期間､1に依存し.感作がkL･11.期間では 1_A I∴

生の移行期は各過敏症故により異なり,皮疹では6-10

LlLLA FはlOt-]迄iこ929･b.LI Fは6 Iこけ1降で施Oo検出),

発熱では10 [欄i後 LLAFは11tl迄に8OO b.LII rは9i_i

以降で940i)検出).肝障書ではト什欄｣~後 LLA ド は1Ll｢l

迄に950 .,i.IFはlilt.圧入降で8500検出)とyj-:い､凍 る.

また,好酸球増皐は他の過敏症状に随伴する場合 (87

%)が多く,その場骨髄の過敏症状と同時に好酸球が増

加する (過敏反応に助長的に働 く)tr一一スと他の過敏症

状(I ll週間1､)､降に増 加する (遇 敵.師とこiニ抑制的に働く)

ト ー二人に別れ 前君江 1.′ATIと_ヰ紺張.】し肝障害に阜(.

後者は uF ､ 【･二枚潤 し皮疹に卑し､と考えl､一才lる.

∴ L､i ､ ; ･lL････.i F･ L .
畔暇器感染症L!〕起炎蘭決定し叫も礎的検討
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酵素拭体法萎:LHHした Alltibt1(廿 C()こItPd bと1eteria

法が呼吸器感染症の診断に応摘出き得るか,反応の特異

性や口腔内常在菌の非特異反応などにつき若干の基礎的

検討を行った.

軌識酵素fJ口紅ヒト'luol･')(liritrotrnzp【1法Ll二Glut amト

dehyde法の2方法を開いた･

非特異反応の有無はチ呼吸器感激症の去勢起幾薗16 徽

･17枚/1,校訂 し上結乱 しil)Lくし712恥二偽陽性か認跡L一木

たが陽性殊はみられなかった.

口腔内常在菌が陽性とならないか予健康なま0人につ き

IL,A.M..LL＼.S…･LllorylL,八ハ ∧(､【うを検討した結 果,

陽性例はなかった.

臨床検討では,3例の肺衆患者に試みき 2例 (麗食 菌

は rl.inrluHl/,Ll'､.__L二1く1.I)nLtum川IiこIt.､~)に A(､･th ･')強

腸性什ノ人目豆こ;I)LL.1例は し起勅勘エ1)S.こILlruLlillOS111

弱陽性で,症例をこより差がみられた.

3)PAE簡易測定法銅試み

金沢 椿 を監護医療セ y品 露 )

任意の発育時相の菌接種平板上に被検薬剤の感受性 デ ィ

スクをおき,任意の接触時間後をこレプリ新法を行い,発

育阻上と内の菌コロニ-の発育を観察することにより,1)

菌発育時相に応 した殺菌作摺,2) 薬剤接触開始時間か

らの効果発現時間,すなわち初期効果,3)薬剤除去後

の薬剤後効果,4)接触時間の凝薗効果-の影響が検討

できtf'J.特に 31｣とr'AIミtl )ost n̂ tih iotiL11.Ifft,i-tl

に州当する.I)S.illuでし1S20 9P,1'1ll:. coliNIL U,

養∴日脚 日華刑接触てL--/川 +)平枇 卜') Ab oヽでMIC art.･こ1

に相＼1十卜る歯先肯卜をl止円内の二lr~コ･- 一致し上 )ン トtl-･JL

Ll二してLJ)発育阻止門外LTl二)[--1こ-1数かL､､PN ･:(hr､)を

測定 した.薬剤十二l二記菌株 1㌦2㌦3L),て示す〔i二DKIl:



学 会 記 事

i.(q.ト･･lll l.㍗.I)lく1 号は十分な PA E を.('MN~X は

声Ia(.t;1111利一トロよ多少長い PA E を∴ F O M ･i_､lJ八Ⅰ三

を示すことが推定された,

竣)当科における細菌性眼内炎の統計的観察

宮尾 益也 ･川沢 博
坂上富士男 砂本山まり予
大桃 明十 ･ 人/J' L工人

(:1･･ 一 ･:･

198 壇年から護988年までの 5 年間に当科を受診 した23

例の細菌性眼内炎について検討した.

発症勤観は穿乳性外傷9例 (うち果物を認めるもの5

例),備後早期感染 5風 解後晩期感染 6例,内因性感

染3例であった.起衆菌は眼内または血液から分離され

たものを確実例として薗検出率は56.5%であった.内

訳は S.epider m溺S 2殊,S ,auFeuS l株,P.ae ru-

LrintN12 札 S. marl-(､SL-e nS 2株, I(.Pm､umOniこl(､

2株7非発酵菌1晩 嫌気性 GP況 2株ヲPropionibac-

teTium l株であった.治療は各種抗生剤の全身 8局所

投をとともに,硝子体切除術が 7例,前歴洗浄6例をこ施

行された.抗生剤の眼内注入はそれらと組み合わせア例

で行われた.視力予後は不良で,14例と半数以上で最終

視力が指数弁以下であった.

5)難治性眼 感染症に対する化学療法剤 とポ リ
グロビンの併用効果
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方法:化学療法に親杭 した眼感染症に,還元アルキル

化人免疫グロブリン 50m藍/mlを含む静注周製剤であ

るポリグロピソを併用した.ポリグロビンは1日1回,

25OOmglI)()ml.lA ':,守り3O分て点滴 し.症例により増鼠

又はユ82 回,3円閣適統授与した.各症例ともに原因

疾患に対する治療も同時をこ行った.

結果:症例は17 例16眼である.-ルペス性眼感染症へ

の有効度は著効が7例,有効 4 例,やや有効3例,78.6

%が著効ないし有効であった.角膜真菌症の 2例に封じ

ては,抗霧菌剤の点眼,点滴をこ併周してやや有効 且例,

不明 1例であった.原因菌不明の 1例は効果不明であり

予後不良であった,

ポリグロビンによる副作用として特記すべきものはな

かっプこ.

2▲11

結論:化学療法に抵抗性の,難治性角膜感染症をこポu

グロビンを併周授与 し,著効ないし有効は64.5%,や

や有効23.5%,不明12% であった.

6)当村の慢性 中耳炎よ叫剣士1.されるS. llureuS
の薬剤耐性
八･･IRSA を中心にして

Il二㌦ ∴一･ ･.

･ ･ ･: ∴ -)

今井 昭雄 璃 霊志締 院)

197 7年から1988年までの呈且年間をこ新潟大学耳鼻咽喉

科を受診 した薬味魔性中革衆を含めた慢性中耳炎で,級

菌学的検査にて･検出した S∴lurnlSを対象上した.年

次別に,検出歯車の S. auyeusの割合,S. aureusの

薬剤耐性′ミ'1--∴ 特に M RSA に-:)いては MINL).

ピ ljドンか レポソ酸素抗菌剤などの耐性率やCEZ,CME,

AMPC/CVA の MIC よりその耐性機構を考察 した市

入院,外来での検出率を比較 し hospita 日 ri fecもion の

意味-;けも検討した.

7)胆嚢炎の発症因子について
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胆嚢炎をエコーで確定診断し,蚤症胆廉廉症例を穿刺

し,採取 した胆喪穿刺液を検索 した.検討症例は15 例で.

無右腹褒衆が2例 ,胆嚢結石殿みの症例が8夢は, 胆嚢結

石総胆管結石の認められた症例が5例であった.ニ1ント

ロ-/レはほぼ無菌であった軌 阻喪衆全体では 且が 個/

ml でLi;‥､た.総胆管結LJtLl)無い症例てこよ.1O 例中7例

が無菌で,総胆管結石のある群では5例とも 1が 個/mi

以上であった.コソトロ-ルと胆廉廉全体を比較すると

1%以下の免除率で有意の差があり,鮫胆汁酸濃度は低

くなっていた.胆汁うっ滞の所見を示 した.Free の胆

険率で高く,胆轟炎群を級胆管結石無し群と有り群で分

けるとサ総胆管結石無し群はコソトロールと変わりなく

総胆管結石の無い胆嚢炎は細菌感染ではない可能性を強

く示唆していた.




